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＊イラスト出典：( 公財 ) 市民防災研究所
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    平成は大災害の時代であったと言われ、特に近年は地震、台風、豪雨による
災害が頻発しています。
　関西では、昨年 6 月 18 日の北大阪を震源地とする「大阪北部地震」、9 月の
台風21号による被災は記憶に新しいところです。交通機関では、ハード面の損害、
運行の乱れが発生し、また、関西空港では利用者が島内で孤立し、利用者への情
報発信や現場対応などで、困難な状況に直面しました。利用者側も発災後の情報
収集、移動途上や外出先での被災を想定した日頃の心構えや準備の重要性を改め
て認識したところです。
　阪神淡路大震災や近年の大規模自然災害を経験した私たちにとって、災害時の
おける移動困難者等への配慮について、公共交通機関、施設管理者をはじめ利用
者、移動困難な当事者も含めて社会全体で考えておくことが非常に大切です。
　本セミナーでは、頻発する災害に備えて、移動途上・外出先での移動困難者の
安全を確保するために、備えておくべきことは何かを考える第一歩と位置づけて
開催します。
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平成３１年２月２７日（水）　１５：００～１７：４０

ハービス PLAZA５階貸会議室 8･9･10 号室
〒530-0001 大阪市北区梅田 2 丁目 5 番 25 号 5 階　　＊会場へのアクセスは裏面をご参照下さい。

基調講演

パネルディスカッション

事例紹介

「公共交通機関等に

おける災害時の共生の

技法とは何か」

「障がい当事者と見知らぬ

まちで。まちなか被災

シミュレーションの実践」

公益財団法人ひょうご震災

　記念 21 世紀研究機構

　　主任研究員　石塚 裕子 氏

NPO 法人日常生活支援
ネットワーク
コーディネーター
　椎名 保友 氏

【コーディネーター】
近畿大学名誉教授 / 関西福祉科学大学客員教授

三星 昭宏 氏

【パネリスト】
上記の講演Ⅰ．Ⅱの登壇者が引き続き参加します。

日時日時日時

場所場所場所

共 催
本セミナーは科研費助成事業「共生の技法としてのユニバーサルツーリズムの理論と実践」（課題番号 17K02106　研究代表者：石塚裕子）の一環で開催します。

* 移動困難者とは、身体障害者だけでなく、高齢者、或いは、妊婦や怪我や病気などで
一時的にでも移動に支障がある方を指します。
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プログラム
開会挨拶
15:00

閉会挨拶
17:35

基調
講演
15:10

事例
紹介
16:00

休憩
16:30

パネルディスカッション
16:40

石塚 裕子

椎名 保友

三星 昭宏

(公財)ひょうご震災記念21世紀研究機構　
主任研究員

石塚 裕子
松原 淳
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主任研究員

NPO法人日常生活支援ネットワーク
コーディネーター

NPO法人日常生活支援ネットワーク
コーディネーター

ケアステーションきりん
まちなか被災シミュレーション運営

(公財)交通エコロジー・モビリティ財団　
バリアフリー推進部 企画調査課 課長

◎コーディネーター

椎名 保友◎パネリスト

波那本 豊◎パネリスト

◎コメンテーター

◎コメンテーター

近畿大学 名誉教授
関西福祉科学大学 客員教授

*敬称略

会場アクセス

お申込み方法

･FAXまたはE-mailにて
お申込み下さい。
･上記の申込み必要事項を
ご記入の上、お申込み下さい。

a.kankou@kankouken.org
*当日は本申込書またはお名刺を受付時にご提出頂きますようお願い申し上げます。
*ご記入頂きました個人情報は本目的以外には一切使用致しません。
*当日、手話通訳等の情報保障の必要なお申込者様については、別途下記連絡先に 2/20 ㈬までにご連絡下さい。

【開催事務局･お問合せ先】公益財団法人関西交通経済研究センター 業務部 住所：〒550-0005大阪市西区西本町1-7-2電話：06-6543-6291　FAX：06-6543-6295

平成31年2/21お申込
締切日 木

ご所属団体名

ご住所

TEL

FAX

E-mailご担当者氏名

参加者氏名(上記お申し込みご担当者様もご参加の場合は、下欄に再掲ください。)

ご所属部署／お役職 お名前
【懇親会】会費3,000円(税込)

開催時間:17:50~19:10

□　ご出席　　　□　ご欠席

□　ご出席　　　□　ご欠席

□　ご出席　　　□　ご欠席

①

②

③

FAX：06-6543-6295

〒 都道
府県

市区
町村

通信欄

「公共交通機関等における
　災害時の共生の技法とは何か」

「障がい当事者と見知らぬまちで。
　まちなか被災シミュレーションの実践」

参加無料
定員

８０名

会場   ハービスPLAZA5階貸会議室　8.9.10号室
〒530-0001大阪市北区梅田2丁目5番25号


	チラシ表面
	チラシ裏面

